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１．はじめに  

 『KOSEN型産学共同インフラメンテナンス人材育成

システムの構築』（KOSEN-REIM）の取組である，実務

家教員育成研修プログラム（2021 年度実証講座）に

おいて，実務家教員を目指す受講生が，建設系高専生

向けインフラメンテナンス導入講座の開発を行った．

本報では講座の開発，建設系高専生を対象とした鋼

橋の教育実習および検証について報告する． 

２．カリキュラムの開発  

日常利用している鋼橋は静かに損傷が進行してお

り，安心して利用するためにはメンテナンスが不可

欠である．本講座では，鋼橋のメンテナンスの基礎，

主な損傷事例や改築計画の事例から維持管理の重要

性を理解し，メンテナンスの流れを説明できること

を目的とする導入講座として開発した．本講座の対

象は，橋梁メンテナンスのプロを目指す高専生や土

木技術者を目指す高専生とした． 

本講座は，鋼橋の設計・施工・維持管理の経験豊富

な実務家教員を目指す４名が，鋼の美味しさ（魅力）

を伝えるため”鋼橋の料理人（開発チーム名）”として，

自らの経験を活かした講義および参加・体験型授業

の開発に取り組んだ．講座の形式は「ｅラーニング学 

図１ 講習会カリキュラム 

修（４コマ）＋０．５日間の講習会」とした．講習会

カリキュラムを図１に示す．講座の受講者は，講義に

対応した事前学修用のｅラーニングを全て学修して

講習会に参加することとした． 

３．修得を目指す知識（到達目標） 

本講座で修得を目指す知識（到達目標）は以下のと

おりである． 

表１ 修得を目指す知識（到達目標） 

講義１ 
鋼橋の主な損傷と維持管理の重要性を理

解し，メンテナンスの流れを説明できる 

講義２ 
学習者が橋梁点検（床版）の着目点を説

明できる 

講義３ 
鋼橋の特殊な腐食の損傷部位の事例が説

明できる 

講義４ 
世界初の斜めハンガー自碇式吊橋の拡幅

計画を理解し，説明できる 

【参加・体験型授業】鋼橋の実物劣化部材の観察

を通して，「床版」及び「桁」の代表的な「損傷の

事例」を説明できる 

 

４．参加・体験型授業 

参加・体験型授業は，鋼部材の腐食やＲＣ床版の損

傷事例（現実）を知り，考えることで，鋼橋の点検に

おける着目点や危険な損傷を理解することを目的に，

舞鶴高専ｉＭｅｃ実習フィールドの実物劣化教材

（写真１）でのグループワークとした．３名１グルー

プで観察した成果のプレゼンを通して，学修効果の

確認および共有を行う計画とした． 

 

 

 

 

 

写真１ 実物劣化教材（鋼桁，ＲＣ床版） 
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５．カリキュラムの実証・検証  

建設系高専生を対象とした教育実習を，令和４年

１月に舞鶴市内で開催した（写真２）．受講者は，舞

鶴高専および明石高専の学生３名であった．社会情

勢を鑑み，受講者は事前学修のｅラーニングおよび

座学をオンライン聴講する形式となり，実習フィー

ルドでの参加・体験型授業は実施を見送った． 

オンライン講義では，鋼の特性を踏まえたガイダ

ンスを行い，受講者の興味と学修意欲を惹きつけた．

その後，４名の講師が講義内容に合う教授法（発問

法，アクティブラーニング）の活用により，受講者と

双方向のコミュニケーションを図った． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真２ 教育実習状況 

 

教育実習の検証は，①受講者のミニットペーパー

と試験成績，②開発者自身による評価，③受講者と同

じ内容を聴講した開発者以外の実務家教員実証講座

受講生による評価，④高専教員および技術者による

評価，により多角的に行った． 
①受講者の感想として“適切なメンテナンスが重

要である”，“失敗経験を活かすことが大切”に加え

て，“４名の講師が自分の仕事が好きでプライドを持

っていると感じた”という回答が見られた．  
高専生以外の，開発者・高専教員・技術者による検

証では，”４つの講座のテーマが明確で良い”，”鋼橋

に特化した興味深い学修内容である”，”講座全体の流

れ（メンテナンスの基本→橋梁構造の理解→点検→
損傷→技術者の経験）が良かった”，”受講者（建設系

高専生）の理解を意識した良いプログラムであっ

た”，”学生との対話が工夫されており良かった”とい

う回答が見られた． 
以上の回答は，いずれもチームとして，”講義組み

立て時のチームワークと４つの講座のストーリー”

と“受講者の能動的な参加を促すためのコミュニケ

ーション”を大切にした成果であり，開発講習会後に

実施した学修到達度チェックテスト（全８問）では，

全ての受講者が正答率 8 割以上の高得点であったこ

とにも表れている． 
一方，”４つの講義の関連性の強化”，”テキストお

よびスライドの完成度向上”，”質疑時間の確保”など，

改善に繋がる指摘をいただいた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 検証結果の例 
 

６．今後の課題と対応 

教育実習および検証による指摘事項を踏まえて，

コンテンツの改良に取り組むとともに，実務家教員

として運営・時間管理を含む講義力の向上に努める． 

また，実施が見送られた対面講習会を，参加・体験

型授業を含めて実施することを目指している． 

７．土木建設業界における実務家教員の役割 

実務家教員育成研修プログラム（2021 年度実証講

座）の受講を通して，土木建設業界の多様な経験を持

つベテラン技術者とともに，“教えるための知識・技

術”の修得に取り組んだ． 

橋梁メンテナンスに特化した実務家教員として，

技術やノウハウの伝承に留まらず，土木技術者とし

ての誇りを後進に伝えていく． 
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